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INCA-FLOW － 連携による成功
ガイド付き適合と自動化による効率アップ

INCA-FLOWは、グラフィックデザインエディタでモデリングした適合手順を各種インフラストラクチャー上で実行できる、
直感的なツールです。適合作業の効率性を大幅に向上させられるツールとして市場でも定評があり、今では約 100社の自
動車メーカーとサプライヤが採用しています。これは 2009年に始まった ETASと IAVのパートナーシップの大きな成果の
一つです。

ますます多機能化して複雑になる運転機能。そこで求められ
ているのが、適合エンジニアへのプレッシャーを自動化によっ
て緩和し、さらには立証済みのプロセスとノウハウを企業全
体で活用できるようにする開発ツールの存在です。INCA-
FLOWはこのようなニーズに応え、適合作業の標準化に取り
組む自動車メーカー、サプライヤ、サービスプロバイダを支援
するものです。このツールがあれば、世界のどこからでも同じ
適合手順を使って再現性の高い結果を得ることができます。

IAVによって開発され、ETASが 2009年から専売権を有して
販売している INCA-FLOWは、両社のパートナーシップが大き
な成功を収めた産物だといえます。「この 10年間のめざまし
い成長により、私たちは強固な顧客基盤を築くことができまし
た。この成功の鍵の一つは、業界の進化する要件に合わせて
INCA-FLOWに手を加え続けてきたことです」と、ETASのプ
ロダクトマネージャである Thomas Kruseは語っています。
IAVのシニアソリューションエキスパート、Sven Meyerはこれ
に同意して、さらに付け加えます。「INCA-FLOWによって多く
の企業で適合と評価の作業が標準化され、自動化されました。
それは開発期間短縮とコストダウンにつながり、適合作業の
再現性と品質も向上しました」開発環境にもよりますが、パラ
メータ設定を手作業で行う場合に比べて 30%から 80%の効
率向上が見込めると、Meyerは言っています。

かつては 2,000点ほどであった ECUのパラメータは、今や
60,000点近くにまで増えています。これは、手作業での開発
プロセスがもはや不可能になってしまったことを意味するもの
です。INCA-FLOWを利用すれば、プログラミングの高度なス
キルがなくても、自動化されたパラメータ適合の手順をたや
すく定義することができます。INCA-FLOWのグラフィカルユー
ザーインターフェースでの作業は、適合エンジニアがスクリプ
トを書くことから始まります。このスクリプトは、計測、評価、
適合などの作業を INCAで直接実行するためのものです。こ
れにより、適合作業に関わるエキスパートたちは余計な手間
から解放され、それぞれの専門技能を発揮すること － たとえ
ば、排ガスを最小限に抑えられるようECUパラメータを設定
する、堅牢なオンボード診断（OBD）を可能にする、燃費や
パフォーマンスや運転挙動を最適化する、といったことに全神
経を集中させることができます。このようにして得られたベス
トプラクティスのサンプルが INCA-FLOWによって自動的に文

書化され、企業全体からアクセスできるようになります。

これらの機能により INCA-FLOWは、適合エンジニアや機能開
発者だけでなくソフトウェア開発者やプロジェクト管理者に
とっても好ましいツールとなっています。しかも、最新の二つ
のアドオンを導入すれば、これまで以上に幅広い ECU適合の
用途にも対応することが可能になります。その一つは「エン
ジン・トランスミッション ドライバビリティ」アドオン（EDTお
よび TDT）です。このアドオンは、従来は主観的に決定され
ていた適合基準値を客観的な計測値に置き換えるものです。
それによって適合作業が簡素化され、比較もしやすくなりまし
た。また、エンジンやトランスミッションの運転特性の改善を
エンジニアがリアルタイムに行うことも可能になりました。た
とえば、加速時のトランスミッションのガタつきを抑えるケー
スを考えてみましょう。記録された情報が INCA-FLOWのユー
ザーインターフェースに表示されるので、適合エンジニアはパ
ラメータをインタラクティブに変更しながら、ガタつきが最小
になる設定を探すことができます。第二のアドオンは、各種
テストベンチへの接続を可能にするもので、こちらもお客様
に大変ご好評をいただいています。テストベンチを INCAと
INCA-FLOWに接続するインターフェースには、特定メーカー
に依存しないもの（CANやASAP3）を利用することができます。
「価格も手頃で効率の良いソリューション」とKruseはコメント
しています。作成したスクリプトはどのテストベンチでも使うこ
とができ、実験計画法（DoE）によってテストの回数を減らす
ことができます。

IAVと ETASのパートナーシップからはもう一つ、INCA-RDE
という製品も生まれています。これは、RDE（実路走行排気）
の規格に準拠した走行ができているかをリアルタイムにモニタ
リングし、排ガスのデータをさまざまな図表で INCA上に表示
するためのソフトウェアです。従来は、まず計測データを記録
しておき、これを後からオフラインツールで評価するのが一般
的でした。しかし INCA-RDEでは、ECUパラメータと車載型
排 ガス 計 測 システム（Portable Emission Measure ment 
System：PEMS）の両方のデータを合わせて INCAの実験環
境で視覚化し、それを確認しながらデータをファイルに記録す
ることができるのです。将来は、排出量のピークの原因をソフ
トウェアに推定させる、といったさらに高度な機能も加わる予
定です。これが実現すれば、排気再循環や燃料噴射などの特
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性に影響するパラメータの調整を、机上ではなくテスト走行
中に行うことが可能になります。

まとめ
IAVと ETASのパートナーシップは真のサクセスストーリーで
す。INCA-FLOWはすでに市場で定評を得ており、ここにもう
ひとつの優れた製品、INCA-RDEが加わりました。いずれの
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ツールも効率を飛躍的に向上させ、自動車開発者の業務を大
幅に簡易化して、顧客の要求を確実に満たすことができます。




